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一般質問、委員会の審査から

西東京市

　

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し

て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第

２
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
子
ど
も
福
祉
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
平
成
24
年

８
月
に
公
布
さ
れ
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ

き
、
子
ど
も
福
祉
審
議
会
の
名

称
及
び
組
織
を
改
正
す
る
も
の
。

市
町
村
は
「
市
町
村
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
が
法
定
化
さ
れ
、
地
域
の
子

ど
も
及
び
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
「
地
方

版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

設
置
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、

会
議
の
構
成
員
に
、
教
育
・
保

育
の
関
係
者
、
子
ど
も
の
保
護

者
の
参
画
に
配
慮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
条

例
を
改
正
し
、
「
地
方
版
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
役
割
を

持
っ
た
新
審
議
会
を
設
置
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

審
議
会
で
人
選
を
新
た
に

す
る
の
か
。

答　

現
行
の
学
識
経
験
者
に
加

え
、
子
ど
も
が
幼
稚
園
・
保
育

園
・
学
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て
い

る
保
護
者
を
想
定
し
、
公
募
に

に
調
整
し
て
い
き
た
い
。

問　

意
見
交
換
の
具
体
的
な
計

画
は
。

答　

意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、

意
識
調
査
を
行
う
の
と
並
行
し

て
実
施
し
た
い
。
開
催
に
つ
い

て
も
複
数
回
で
、
学
校
と
日
程

調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

最
も
大
事
な
の
は
子
ど
も

た
ち
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

延
期
し
た
こ
と
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

く
な
っ
た
。
で
き
る
だ
け
早
く

具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
意
識
調
査
や
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
と
か
、
陳
情

者
と
懇
談
し
、
意
見
を
聞
く
と

い
う
こ
と
も
大
事
で
は
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
機
会
を
持
っ
て
い

き
た
い
。

問　

今
回
の
統
廃
合
に
お
け
る

教
育
委
員
会
と
し
て
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
的
視
点
は
何
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
つ

い
て
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
環
境
の
向
上
を
目
指
す
と

い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
狙
い
で

あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
国
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
制
定
す
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時

に
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

国
民
の
生
活
や
経
済
へ
の
影
響

を
最
小
と
す
る
た
め
の
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣

言
が
さ
れ
た
と
き
は
、
市
町
村

は
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
、
対
策
本
部
に
関

し
必
要
な
事
項
は
条
例
で
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
、
条
例
を
制
定

す
る
。

　

ま
た
、
同
法
に
よ
っ
て
、
市

町
村
長
は
行
動
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
市
は
東
京
都
が
策
定
す

る
行
動
計
画
に
基
づ
い
て
、
市

の
行
動
計
画
を
作
成
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

対
策
本
部
の
構
成
は
。

答　

部
長
級
職
員
、
議
会
事
務

局
長
、
西
東
京
消
防
署
長
等
を

想
定
し
て
い
る
。

問　

本
部
に
部
を
置
く
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
も

の
か
。

答　

庁
内
の
各
部
を
そ
の
ま
ま

網
羅
し
た
部
の
編
成
を
考
え
て

い
る
。

問　

「
国
の
職
員
そ
の
他
市
の

職
員
以
外
の
者
を
会
議
に
出
席

さ
せ
た
と
き
は
、
当
該
出
席
者

に
対
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の

趣
旨
は
。

答　

医
療
関
係
者
や
警
察
関
係

者
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

問　

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
多
摩
小
平
保
健
所

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

今
後
の
行
動
計
画
の
中
で

決
定
し
て
い
く
。
市
の
対
策
本

部
に
は
総
合
調
整
的
な
機
能
が

あ
る
。

問　

防
災
訓
練
な
ど
の
中
で
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
想
定
し

た
訓
練
は
行
う
の
か
。

答　

行
動
計
画
等
が
整
っ
て
、

体
制
が
整
っ
た
時
点
で
訓
練
等

も
想
定
し
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】

　

東
京
都
に
お
い
て
退
職
手
当

の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
同
様
の
改
正
を
す
る

も
の
。
退
職
手
当
の
支
給
率
を

東
京
都
に
準
じ
て
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
新
た
に
退
職
手
当

の
調
整
額
を
導
入
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

見
直
し
に
よ
る
一
人
当
た

り
の
影
響
額
及
び
人
件
費
全
体

へ
の
影
響
額
は
。

答　

一
人
当
た
り
の
影
響
額
は
、

190
万
円
、
人
件
費
全
体
の
影
響

額
は
約
４
千
万
円
で
あ
る
。

問　

退
職
手
当
の
見
直
し
は
定

期
的
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

合
併
当
初
は
、
退
職
手
当

が
62
・
７
月
で
あ
っ
た
が
、
59

・
2
月
に
減
額
し
て
い
る
。

問　

見
直
し
に
よ
り
短
期
間
に

退
職
者
が
ふ
え
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な

い
の
か
。

答　

経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
駆
け
込
み
の
退
職
者

を
防
ぐ
制
度
設
計
と
し
た
。

問　

職
員
団
体
と
の
交
渉
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　

職
員
団
体
と
は
数
年
前
か

ら
退
職
手
当
の
調
整
額
の
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
の
議
論

を
重
ね
、
今
回
の
見
直
し
の
と

お
り
協
議
が
妥
結
し
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

よ
り
行
い
た
い
。

問　

学
童
、
保
育
園
な
ど
の
代

表
者
が
い
る
と
こ
ろ
に
も
公
募

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

市
民
参
加
条
例
で
の
公
募

を
原
則
と
し
て
い
る
。
学
童
、

保
育
園
に
は
代
表
者
が
い
る
が
、

私
立
幼
稚
園
に
は
い
な
い
の
で

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

問　

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　

ニ
ー
ズ
調
査
を
８
月
か
ら

11
月
中
旬
に
か
け
て
行
い
、
３

月
ま
で
に
ま
と
め
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
小
規
模
校
（
住
吉
小
・
泉
小

・
保
谷
小
・
本
町
小
）
統
廃
合

に
関
す
る
市
教
育
委
員
会
と
関

係
保
護
者
と
の
意
見
交
換
の
場

を
求
め
る
陳
情
」

【
市
か
ら
の
説
明
】
統
廃
合
の

校
名
発
表
等
の
説
明
会
を
当
初

の
１
月
か
ら
延
期
し
、
そ
の
旨

を
対
象
者
に
通
知
、
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
24
年
第
４
回
定

例
会
で
採
択
さ
れ
た
陳
情
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
小
規
模
４
校

の
全
保
護
者
等
市
民
の
統
廃
合

に
関
す
る
意
識
を
確
認
す
る
た

め
、
大
規
模
な
意
識
調
査
の
手

法
を
検
討
し
、
予
算
措
置
を
図

る
た
め
、
対
象
者
の
範
囲
な
ど

を
精
査
し
て
き
た
。
ま
た
、
保

護
者
か
ら
、
意
識
調
査
に
よ
る

意
見
聴
取
だ
け
で
は
な
く
、
直

接
、
意
見
交
換
を
す
る
場
の
設

定
の
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
意
見
交
換
の
場
は
、
意
識

調
査
の
実
施
と
あ
わ
せ
て
、
夏

ご
ろ
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
学

校
等
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

保
護
者
の
意
見
を
ア
ン
ケ

ー
ト
に
お
い
て
ど
う
吸
い
上
げ

て
い
く
の
か
。
一
方
的
で
は
な

い
よ
う
な
形
で
、
反
映
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

で
き
る
だ
け
願
意
に
沿
う
よ
う

生
活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て

質
問　

生
活
困
窮
者
の
背
景
に

は
非
正
規
雇
用
等
の
低
所
得
の

み
な
ら
ず
、
孤
立
、
疾
病
、
精

神
疾
患
、
発
達
障
が
い
に
よ
る

情
緒
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
第

二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
検
討
さ
れ
て
い
る
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
は
、
就
労
自
立

が
可
能
な
限
ら
れ
た
人
の
み
を

対
象
に
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

市
は
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
を

は
じ
め
、
ど
の
よ
う
に
課
題
整

理
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　

法
定
の
市
の
必
須
事
業

は
自
立
相
談
・
支
援
事
業
、
住

宅
確
保
給
付
金
の
支
給
だ
。
今

後
国
の
動
向
を
注
視
し
庁
内
横

断
的
に
課
題
を
検
討
し
て
い
く
。

庁
舎
統
合
問
題
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
中
に
庁
舎
統
合

方
針
を
出
す
よ
う
だ
が
、
物
理

的
合
理
的
配
慮
だ
け
で
決
定
で

き
る
問
題
だ
と
は
思
え
な
い
。

市
民
意
思
は
統
合
決
定
過
程
で

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

市
の
行
政
面
積
を
考
え

１
庁
舎
が
妥
当
と
考
え
る
。
全

市
的
な
市
民
合
意
な
く
し
て
進

め
ら
れ
な
い
事
業
な
の
で
、
双

方
向
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

発
達
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　

発
達
障
が
い
は
早
期
発

見
・
早
期
対
応
と
切
れ
目
の
な

い
支
援
が
重
要
だ
。
子
育
て
・

教
育
・
障
が
い
３
分
野
の
連
携

に
よ
る
支
援
態
勢
構
築
は
。

答
弁　

関
係
部
署
と
の
連
携
は

検
討
課
題
で
あ
る
。

庁
舎
問
題
に
つ
い
て

質
問　

市
長
は
本
庁
舎
問
題
を

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
強
く
認

識
し
、
基
金
の
設
置
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。
本
庁
舎
整
備
基

礎
調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、

こ
れ
を
も
と
に
市
民
へ
説
明
を

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
長

の
考
え
は
。

答
弁　

本
市
の
行
政
面
積
を
考

え
る
と
１
庁
舎
体
制
が
妥
当
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
庁
舎

の
老
朽
化
等
の
問
題
も
踏
ま
え

る
と
早
急
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
今
後
皆
様
と
議

論
を
深
め
て
い
く
中
で
柔
軟
か

つ
丁
寧
な
対
応
に
努
め
、
庁
舎

統
合
方
針
の
決
定
を
目
指
し
た

い
。
ま
た
、
多
額
の
資
金
を
要

す
る
事
業
と
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
地
方
債

と
あ
わ
せ
て
相
当
程
度
の
一
般

財
源
の
準
備
も
必
要
に
な
る
。

庁
舎
整
備
に
当
た
っ
て
は
資
金

面
で
の
準
備
行
為
と
し
て
庁
舎

整
備
基
金
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

意
見　

合
併
後
10
年
間
は
両
庁

舎
を
使
用
し
て
き
た
。
両
庁
舎

の
老
朽
化
や
、
耐
用
年
数
、
耐

震
な
ど
の
問
題
は
あ
る
が
、
現

在
２
庁
舎
体
制
で
市
民
が
不
利

益
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

市
民
益
に
か
な
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
急

ぐ
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。

多
額
の
費
用
も
か
か
り
優
先
順

位
の
低
い
政
策
だ
と
考
え
る
。

２
庁
舎
の
延
命
策
を
検
討
し
、

手
を
入
れ
存
続
す
べ
き
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

 

文
教
厚
生
委
員
会

 

建
設
環
境
委
員
会

 

企
画
総
務
委
員
会

丸
山
市
政
任
期
４
年
は
行
革
断
行
！

政
策
見
え
ず
市
民
負
担
ば
か
り
？

桐
山　

ひ
と
み
（
無
所
属
）

生
活
保
護
費
一
般
会
計
１
割
超
の
時
代

現
実
的
な
視
点
で
生
活
困
窮
者
対
策
を

納
田　

さ
お
り
（
無
所
属
）


